
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師90％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。

A

・授業の中で目的や条件を設定した書く活動
やグループ活動やペア活動などの協働的な
学習の場面を効果的に設定するために、単元
を意識した授業づくりについて、各教科で話し
合い工夫することができた。

A

・個々に応じた学力向上も大切だが、協働的
な活動も大切にして、これからも実践してほし
い。
・生徒たちへ学ぶ楽しさを感じさせることがで
きたら最高だが、難しい課題だと思う。それで
も、教職員には、この意識を持ち続けることを
大切にしてほしい。

○根拠をもとに説明する力の育成を目
指した学習指導の工夫

○県学習状況調査において全教科で学
力向上シートに設定した目標値を上回
る。
○「学校の授業などで、自分の考えを他
の人に書いたり、話したりして説明でき
る」と肯定的に回答する生徒の割合６
０％以上

・「対話的な活動」を取り入れた授業づく
りを全教科で実施し、授業改善を図る。
・全教科で、根拠をもとに説明する場面
を設定した単元づくりを行う。 A

・「対話的な活動」を授業に取り入れ授業を工
夫できたと回答した職員は、91%であった。ま
た、対話スキルを身に付けるための言語活動
を生徒にも実施することができ、この活動は、
生徒も楽しんで取り組むことができた。 A

・根拠に基づく学習指導の工夫により、一方
的ではなく、対話的な活動を取り入れた授業
は良いと思う。
・生徒の学習意欲を向上させるためにも、工
夫を凝らした授業を今後も行ってほしい。

○GIGAスクール構想を実現するための
体制づくりと実践

・年４回の研修の実施
・週１度の情報教育部会の実施

・プロジェクトE推進室による校内研修
(学習支援ツール)の実施
・情報教育担当によるスカイメニューの
使い方の研修
・情報教育部会を行い、生徒端末や教
師端末をトラブルなく全員が同じ使い方
ができるようにする。

A

・プロジェクトE推進室による校内研修の実施
とその実践ができた。
・アンケート機能を使い、生徒会活動などの調
査を効率よく行うことができた。
・情報教育部会を定期的に実施し、日頃の先
生方や生徒の困り感の解消ができた。

A

・近年の加速度的なICT化に対応するため
に、生徒の困り感を解消できるスキルをこれ
からも積み重ねてほしいと思います。
・校内でのオンライン集会やアンケートの実施
は、今後の教育のためにも大切なことだと思
う。オンラインアンケートなど保護者にとっても
有意義なことは、もっと続けてほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯
定的な回答をした生徒が80％以上にす
る。

・ふれあい道徳を公開し、道徳教育の充
実を図る。
・いじめ・いのちを考える日や人権集会、
研修会を実施する。
・社会科と道徳、特別活動との連携によ
る人権・同和教育の校内授業参観を行
う。

A

【人権・同和教育】
・毎月初めの「いじめ命を考える日」には生徒
会が主体となって人権に係るテーマを設定
し、全校生徒に考えさせるプレゼンを実施する
ことができた。
・社会科と学年団が連携して部落問題学習の
指導に取り組むことができた。
・担当者による積極的な推進が不十分であっ
たことが、今後の課題である。

A

・人権・同和教育は社会全体で作り上げていく
教育だと思う。そういう意味で、校内授業参
観、ふれあい道徳の公開は大切な取り組みだ
と思う。
・学校で一番問題になるのはいじめかと思う。
毎月、全校生徒に考えさせることを実施してい
るのは良いと思う。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○きめ細かな実態把握に努め、いじめ
の未然防止、早期発見、早期対応を図
る。
○情報交換を密に行い、共通理解を図
り、協力体制をつくる。
○教職員への「いじめ防止対策基本方
針」の周知を図る。また、SC･学習支援
員・SSWとの連携を深める。

・「生活アンケート」を月１回実施する。
・6月と１０月に教育相談を実施する。
・年に2回のいじめに関する実態調査を
行う。

A

・教育相談体制や生徒指導体制の充実･強化
等を図り、生徒への支援体制の充実改善に
取り組むことができた。
・全職員が常にいじめの未然防止、早期発
見、早期対応に取り組み、解決に努力されて
いる。

A

・生徒たちがいじめについて考える機会が多く
あること。先生方がいつもアンテナを張り、実
際に訴えがあれば真摯に向き合えることが素
晴らしい。
・制服を変更されたこともよいことである。今後
もLGBTQなどへの取組もさらに、進めてほし
い。

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

○生徒にアンケートを実施し、自らの夢
や目標の実現に向けて努力する気持ち
があると答える生徒を80％以上にする。

・全ての教科等、学校行事等を通して、
夢や目標について自ら考えさせる時間
や場面を設ける。

A

・学校アンケートの全体の結果は80%にやや
到達することができなかったが、進路決定を
間近に控えた3年生では80％を越えることが
できた。 A

・中学生では夢や目標について、漠然として
思い至らないこともあると思う。見える身近な
目標を積み重ねて夢が持てるよう期待した
い。
・学年が上がるごとに、先生方の指導によっ
て、子どもたちは具体的に進路実現の方法が
分かってくるので、3年生で達成していることは
評価できる。

●「運動習慣の改善や定着化」 ❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で420分以上の児童生徒
80％以上

・部活動で、体力や技能の向上を図り、
心身共に健康な生徒を育成する。
・体力テストの結果を個人で分析する時
間を設定し、具体的な改善・目標を立て
させ実践させる。 B

・部活動での取り組みでは、80％以上の生徒が積
極的な姿勢をもって活動することができた。コロナ
禍での制限が徐々に緩和されたことで、各部活動
や体育の授業等で体力向上や意欲的な参加を促
す取り組みにつなげることができた。
・体力テストの結果を生かした取り組みについて
は、80％にやや到達できなかったため、今後も引
き続き工夫改善を行いながら生徒の実践につな
げたい。

A

・コロナ禍ではあるが、部活動では、先生たち
の指導と生徒の努力によって、素晴らしい結
果を残せていることを嬉しく思う。体力や技能
は、一人ひとり違うので、今後も取り組みを続
けてほしい。

○望ましい食生活の育成
〇規則正しい生活リズムの確立
○コロナ対策の徹底

○保健だより等を毎月発行し、食に関す
る情報発信を5回以上行う。
〇規則正しい生活について、生徒会と
協力し、集会や学級等で発表を行う。
○生徒会や養護教諭との連携による取
組の徹底を行う。
○喫食率を80％以上にする

・養護教諭や給食担当と協力し、食に関
する情報発信を行う。
・生徒保健委員会と協力し、パワーポイ
ント等を用いて全校生徒に発表を行う。
・毎日の手指消毒やマスク着用の徹底
等、コロナ感染症対策を徹底する。 A

・食に関する内容を含め、毎月保健だよりを発
行し、保健や食に関する情報を発信すること
ができた。
・生徒会を中心に、熱中症予防や朝食の必要
性について説明し、喫食率については８０％
以上にすることができた。
・インフルエンザ流行時には、新型コロナ感染
症と合わせて、感染症対策についての放送を
定期的に実施することができた。

A

・養護教諭の指導のもと、生徒会の保健委員
会が学校の全校生徒に予防方法などの発表
を行うことはよいことである。これは、生徒自ら
問題意識を持って様々な啓発活動に取り組
み、自主的にコロナ対策や規則正しい生活リ
ズムの確立をすることに大きく影響すると思
う。良い結果が得られていると思う。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・教職員一人ひとりが担当する業務につ
いて、効率化の視点から見直しを行う。
・業務記録表を使って、業務改善をすす
め。月当たり80時間以上の超勤を0％に
する。前年度比10％減、学校閉庁日の
設定
・部活動休養日の取得率を100％にす
る。

A

・年3回の期首面談等により、全職員に業務の効
率化と時間外勤務の削減について具体的な目標
を設定するように勧め、意識を高めた。
・7月以降は月当たりの超勤が80時間を超える者
はなく、全職員の平均も10月以降は45時間を下
回っている。
・次年度は、年度当初の業務の整理し、スムーズ
なスタートを切れるようにしたい。

A

・学校での時間外勤務が削減され、持ち帰り
にならないよう引き続き業務改善に努めてほ
しいと思う。教職員一人ひとりの意識改善は
大変なことであるが、負担が減るよう願ってい
る。

○業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

○週１回の定時退勤の割合を70％以上
にする。

・全職員が状況が把握できるように、見
える化した定時退勤簿を設置し、週単位
で、見通しをもって勤務計画を立てること
ができるようにする。中間評価までに、
定時退勤簿達成率を60％以上にする。

A

・定期テストの午後など、全員が定時退勤でき
る日に確実に実施し、評価することで、時間外
勤務を削減する意識を高めていった。
・来年度は、通常の授業日にも定時退勤日の
設定が進むようにしたい。

A

・業務改善は、学校に突きつけられた大きな
課題の一つです。しかし、先生方の意識改革
が着実にすすんでいることや管理職の先生方
を中心によく頑張られていることを察します。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導

○生活指導、教育相談の充実 ・不登校や相談室登校の生徒数を減少
させる。
・学校の全教育活動をとして生徒の自己
指導力を高める。

・アンケ－ト等を活用し、定期的に教育
相談を実施する。
・生徒会活動の充実を図り、教育活動の
中に生徒一人一人が自己指導力を発揮
する場を設定する。 A

・アンケートでは、93.3%の生徒が学校行事に
楽しく参加していると答えている。学校の生徒
指導体制が確立し、積極的に行事の参加が
できていることを示している。
・小さな問題行動を見逃すことなく、その都度
指導を行うことによって、大きな問題行動を防
ぐように努めることができた。

A

・９３％の生徒が学校行事に楽しく参加でき良
かったと思う反面、他の生徒はどうしているか
心配である。
・学校を訪れた際、子どもたちが、学校行事に
喜んで参加して、楽しんでいる姿が見られて
安心している。行事を中心に成長する子ども
の姿を見ることができ、今後も続けてほしい。

○特別支援教育

○特別支援教育の充実 ・特別支援教育に対して組織的な支援
体制で取り組む。
･保護者や関係者との迅速で適切な連
携をとる。

･教科教育充実のために、特別支援学
級を全校の時間割に組み込む。
・特別支援教育に関する全体研修会を
開催し、教職員のスキルアップを図る。
・連絡会や各研修会、特別支援だよりを
通して、全職員の共通理解を図る。

A

・担当者による連絡会を行い、組織的な生徒
支援の体制を整えた。また、学校アンケートの
結果から特別支援教育に関するスキルが上
がったと回答した教職員が80％を越えた。 A

・特別支援に関して、細やかな配慮がなされ
ていると感じている。
・具体的取り組みが全校的になっていることが
素晴らしい。今後、益々必要とされるものと認
識している。支援教育のスキルは普通教育に
もフィードバックされると思うので、継続して取
り組んでほしいと思う。

○環境教育

○「佐賀市学校版環境ＩＳＯ」認定取得校
としての環境教育の推進

○ゴミのない学校の取組を推進する。
○SDGｓを達成するために、ゴミの減
量、持ち帰りに積極的に取り組む生徒を
70％以上にする。

・生徒集会で「佐賀市学校版環境ＩＳＯ」
認定取得校として環境教育を説明する。
・SDGｓを意識し、各学級でゴミの持ち帰
りを徹底指導する。 A

・生徒会環境委員会を中心に、「佐賀市学校版環
境ＩＳＯ」を推進することができた。生徒のゴミを出
さない意識が高く、ほとんどの生徒は自分が出し
たゴミは持ち帰ることができていた。アンケートの
結果より節電・節水についても意識は高かった。 A

・学校でゴミを減らす活動は良い取り組みだと
思う。現在、物価が高騰する中で、節電・節水
を学校で取り組むことは、各家庭にとっても良
い効果が出ると思う。
・学校内だけではなく、地域にもこの考え方を
広めてほしいと思う。

○小中連携

○中学校校区内の小学校との連携の推
進

○小中連携代表者会で共通理解を図
る。
○児童・生徒・教職員の相互交流の場
や交流活動の内容を充実させる。

・校区小中校長会を毎月行う。
・小中連携年間計画を作成する。
・人権・同和教育、教育相談、特別支援
教育での小中が連携した職員研修を実
施する。

A

・学校アンケートの結果から、小学校との連携
ができていると回答した保護者の割合が80％
以上を越えているため、取り組みの成果は現
れていることがわかる。 A

・校区内の小中連携で中学入学時の生活が
スムーズにスタートできればよいと思う。
・連携した教員研修を実施することにより、共
通の問題意識を持って取り組むことが、保護
者の認識に良い効果を発揮していると思う。
今後も、継続して実施されることを願う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立昭栄中学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・学力向上・・・生徒の主体的な学びを促すための、授業改善やICT機器（電子黒板、生徒用タブレットなど）の効果的な活用を考えながらさらなる学力向上を目指したい。
・家庭学習の習慣化・・・宿題などの内容や量について、全職員で確認・検討し、教科間の連携をとりながら、家庭学習の習慣化を図る。また、生徒・保護者に家庭学習の意義を伝え、家庭学習の質の向上を図る。
・環境教育の推進・・・教職員の環境に対する高い意識や適切な行動が、生徒の行動にも反映されるよう、指導の充実を図る。学校版環境ISO実践校であることを再認識し、全教職員が一丸となって指導していく。
・地域行事への参加・・・コロナ禍での地域行事の中止があったり、部活動の練習や大会などと重なったりして、地域行事に参加しにくいという現状があるが、参加の調整を工夫する。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２ 学校教育目標 夢に向かって たくましく 挑戦する生徒の育成  ～ 自律 協働 ～

３ 本年度の重点目標

①確かな学力の定着
②生徒指導の充実
③特別支援教育の充実
④開かれた信頼される学校づくり

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

５ 総合評価・
  次年度への展望

・学力向上・・・生徒の主体的な学びを促すための授業改善やICT機器（電子黒板、学習用タブレットなど）の効果的な活用について研修などを用いて考えながら更なる学力向上を目指したい。
・特別支援教育の推進・・・教室環境の整備や個に応じた支援などの内容について、研修等を用いて全職員で確認・検討し、取り組みを進める。
・環境教育の推進・・・教職員の環境に対する高い意識や適切な行動が、生徒の行動にも反映されるよう、指導の充実を図る。学校版環境ISO実践校であることを再認識し、生徒会を中心に取り組み全教職
員が一丸となって支援していく。
・地域行事への参加・・・コロナ禍での地域行事の中止があったり、部活動の練習や大会などと重なったりして、地域行事に参加しにくいという現状があるが、参加の調整を工夫する。

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


